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第 5 章では， ヒートパイフ。式熱ダイオード素子の開発試作を行い，その結果 1 oc以下の温度差で順/逆方向熱流比
40以上の高特性を確認している。またこの熱輸送特性の解析を行い， Nusselt 膜状凝縮理論による数値計算結果と合
致することを確認している。
第 6 章では，本研究で開発したヒートパイプ式熱ダイオード素子ならびに Nd-Fe 永久磁石励磁を用いてカスケー
ド型磁気冷却機の設計試作を行いその動作特性を報告している O 実験結果の解析を行い，開発した磁気冷却機の到達















(1) 室温付近に磁気転移点をもっガドリニウム (Gd) を作業物質として採用することにより， その磁化過程に永久
磁石の応用を可能にしてエネルギー経済的な設計を行っている。




(4) メタノール媒体と非対称ウイック構造を組み合わせたヒートパイプ式熱ダイオードの試作改良により 1 oc以下の
温度差で順逆方向熱流比42の測定結果を得て他に類を見ない高特性熱ダイオードの開発に成功しているo
(5) これらの各素子を組み合わせてカスケード式磁気冷却機の試作を行い，動作実験から冷凍動作特性係数 η=2.3.
19.50C における冷却能力20mW の実績を得ている。
以上のように本論文は希土類磁性体 Gd 素子とヒートパイプ式熱ダイオードを縦列接続したカスケード方式による
磁気冷却システムの設計原理を確立し，素子縦列の試作装置により室温作動磁気冷却機の作動実績を確認しているo
これらの成果は熱工学，低温工学の分野の発展に寄与するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値ある
ものと認める。
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